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１．研究計画の概要 
初年度 
不動点集合の共通部分上の点を求める新し
い逐次最適化パラダイムを構築する． 
 
第二年度 
高性能オンライン機械学習アルゴリズムの
構築する． 
 
第三年度 
理論的体系の構築する（第二年度に構築した
学習アルゴリズムによって生成される点列
が、漸近的に、不動点集合の共通部分上の点
に収束することを証明） 
 
第四年度 
構築した学習アルゴリズムを、無線通信シス
テムのブラインド信号分離技術に応用し，性
能評価を行なう．（所望信号と統計的に独立
な干渉雑音の高速除去が実現されることを
確認する．） 
 
２．研究の進捗状況 
当初，予定していたよりも早くアルゴリズム
及び理論的体系の構築が完成し，無線通信シ
ステムへの応用に既に取り組むことができ
た． 
(理由 )当初，念頭になかった  Feasibility 
splitting という新しいアイディアを効果的
に利用できることに気がついたため（研究成
果 [3]）． 
SIMO無線通信システム（送信側で 1本，受
信側で複数本のアンテナを備えた無線通信
システム）における検討は完了しており，現
在，MIMO無線通信システムへの応用を進め
ている． 

３．現在までの達成度 
区分：②おおむね順調に進展している． 
アルゴリズムの構築，理論体系の構築，シミ
ュレーションによる評価とも，高い水準の結
果が得られており，下記学術雑誌論文 8編の
他，国際会議発表 13件を行なった． 
 
４．今後の研究の推進方策	 
今後も計画とおりに研究を進め，この一年間
で本研究プロジェクトを完成させる予定で
ある．（具体的な研究計画は交付申請書に記
述したとおりである．）	 
５.	 代表的な研究成果	 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）	 
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